
X112 オハ35 2001号
Carriage OHA No.2001

屋外展示 屋外展示

■展示品のねらい
鉄道ひろばに、子どもたちの夢をはぐくみ、科学教育の一層
の振興を図るため、かつて客車列車に連結されていた３等客
車を展示しています。過去の鉄道文化について理解を深めて
頂きたいと思います。

■知識プラスワン
【オハ35とは】
    オハ３５は、客車の形式名です。電車の床下にはモーター
があり、気動車の床下にはエンジンがあり、それぞれの車両
が走行する際の動力となります。しかし、客車には動力が付
いておらず、蒸気・電気・ディーゼルなどの機関車に牽引さ
れて走行します。オハのオは車体の重量を示し、32.5tから3
7.5tまでの重量の車両であることを示しています。オハのハ
は、３等車であることを示しています。イは、１等車。ロは
、２等車を意味します。現在の鉄道車両では、１等・２等・
３等の区分はなくなっています。JRの車両では、グリーン車
と普通車の区分があり、３等車は普通車に相当します。35の
３は鋼（硬い鉄）製客車であること（3〜9が鋼製客車）、5
は2軸ボギーという台車を使用していることを示しています（
１〜７が２軸ボギー車）。
１９３９（昭和１４）年から製造が開始され、１３０１両も
の多くの車両がオハ３５という形式に分類されていました。
【オハ35 2001】
１９３９（昭和１４）年６月１２日に名古屋市に工場があっ
た日本車輌製造株式会社で、スハ３３６５０として落成しま
した。１９４１（昭和１６）年にオハ３５のトップナンバー
であるオハ35 １に番号が変えられ、長い間この番号で走行し
ました。１９６６（昭和４１）年１１月１６日に国鉄盛岡工
場で電気暖房を取り付け、オハ３５ 2001に改番された後、
１９７２（昭和４７）年６月２８日に廃車になりましたが、
最後の配置は秋田運転区でした。その後、岩手県盛岡市の岩
手県営交通公園で展示され、JR東日本大宮総合車両センター
で保管され、２０２６（令和８）年３月２８日から当館で展
示されています。
【戦前製鋼製客車のあゆみ】
鉄道省の客車は、１９２７（昭和２）年に製造されたオロ４
１７００形（のちのオロ３０形）より車体が木製から鋼製に
変更されました。これは、列車事故が発生した際の乗客の被
害が木製では甚大であったために実施されました。しかし、
当時の鉄道省や車両製造会社は、鋼で車体を製造するノウハ
ウはあまり持っておらず、造船会社などに技術や材料の提供
を仰いだとのことです。１９２９（昭和４）年に製造された
客車からは車体の長さが20mに長くなり、１９３２（昭和７
）年に製造された客車からは屋根の形状がダブルルーフ（二
重屋根）からシングルルーフ（丸屋根）に変更されました。
台枠の製造方法も１９３８（昭和１３）年にリベットから溶
接に変わりました。窓の幅は６００mmがほとんどでしたが、
１９４９（昭和１４）年に製造されたオハ３５から１０００
mmが一般的になりました。
【鉄道電化と電気暖房】

このオハ３５ 2001号は、１９６６（昭和４１）年に電気暖
房装置が取り付けられましたが、これは、東北本線仙台―盛
岡間が１９６５（昭和４０）年１０月１日に電化されたこと
と関係があります。電化により、客車を牽引する機関車は蒸
気やディーゼルから電気に変わり、機関車が架線から電気を
取り入れ連結されている客車に電気を供給できるようになっ
たのです。その電気で客車内を暖房しました。また、運行さ
れていた場所が盛岡という寒い地域であったことも暖房が取
り付けられた理由と言えるでしょう。この仙台―盛岡間は交
流２００００ボルトの電化でした。日本で最初に営業用の電
気鉄道が走行したのは１８９５（明治２８）年のことで、直
流電化でした。日本の鉄道で交流電化が行われたのは、１９
５４（昭和２９）年の仙山線（宮城県・山形県）が初めてで
した。交流は直流よりも高い電圧で電気を送ることができる
ため、変電所の数が少なくても遠くまで電気を送ることがで
きるというメリットがあります。

オハ３５系客車のあゆみ（前編）（２軸ボギー客車）  鉄道ピクトリ
アルNo.748（２００４）岡田誠一    （鉄道図書刊行会）
文  学芸員  藤本雅之
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